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９
６
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回
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駈
道

南
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駈
道

南
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駈
道
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仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
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２
１

２
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２
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２
１
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紀
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紀
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紀

世
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点
検
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視
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検
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視
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検
巡
視

点
検
巡
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泊
組

前
泊
組

前
泊
組
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良
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良
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芝
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芝
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芝
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組
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◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

０
３

月
２

４
日

(
土

)
～

２
５

日
(
日
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◇
参

加
者

；
山

口
泰

宏
、

志
岐

 
敬

、
山

本
直

子
(
以

上
３

名
)
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
    

行
仙

宿
か

ら

21世
紀

の
森

ま
で

の
定

期
巡

回
行

事
に

参
加

す
る

た
め

、
バ

ス
で

浦
向

ま
で

入
り

、
そ

こ
か

ら
歩

く
つ

も
り

だ
っ

た
が

、
香

芝
市

の
山

口

さ
ん

か
ら

車
で

入
る

と
の

お
誘

い
が

あ
り

、
あ

り
が

た
く

申
し

出
を

お
受

け

す
る

。
 

４
月

24日
、
山

口
さ

ん
に

近
鉄

大
阪

線
・
五

位
堂

駅
前

で
山

本
さ

ん
と

志

岐
を

拾
っ

て
い

た
だ

き
、

13時
出

発
。
桜

井
か

ら
県

道

37号
線

を
経

て
1
6
9

号
線

に
入

り
、

下
北

山
温

泉
か

ら
4
2
5
号

線
へ

。
池

原
辺

り
の

桜
は

三
分

か

ら
五

分
咲

き
。

例
年

よ
り

随
分

早
い

。
 

 

16時

10分
に

山
彦

補
給

路
登

山
口

に
到

着
。
身

繕
い

し
て

出
発

。
水

場

で
山

本
さ

ん
が

２
ℓ

補
給

。
志

岐
持

参
の

４
ℓ

と
で

晩
と

朝
は

十
分

だ
ろ

う
。

酒
と

食
糧

、
水

で
膨

れ
た

ザ
ッ

ク
を

担
ぎ

、
汗

を
か

き
か

き
、

17:

00に
行

仙
宿

に
到

着
。

気
温

は
そ

ん
な

に
下

が
っ

て
い

な
い

が
、

ス
ト

ー
ブ

に
薪

を

く
べ

、
ビ

ー
ル

で
乾

杯
。

山
本

さ
ん

持
参

の
鰹

の
た

た
き

や
各

自
持

参
の

つ

ま
み

で
焼

酎
、

ウ
イ

ス
キ

ー
で

早
め

の
晩

酌
。

５
月

連
休

の
山

の
計

画
、

山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の

人
達

の
お

人
柄

な
ど

で
大

い
に

盛
り

上
が

る
。

メ
イ

ン
の

豚

チ
リ

に
舌

鼓
を

う
ち

、
最

後
は

カ
レ

ー
う

ど
ん

鍋
に

し
て

締
め

て
い

く
。

 

外
は

や
や

風
が

強
い

。
日

が
暮

れ
て

か
ら

夜
半

は
マ

イ
ナ

ス
１

度
く

ら
い

だ
が

、
室

内
は

快
適

。
毛

布
を

贅
沢

に
重

ね
、

シ
ュ

ラ
フ

に
潜

っ
て

快
眠

。

山
本

さ
ん

は
シ

ュ
ラ

フ
を

枕
に

し
て

眠
り

、
朝

方
寒

か
っ

た
そ

う
だ

。
 

４４ ４４
月月 月月

25252525日日 日日
(( (( 日日 日日

)) ))。
６

時
起

床
。
バ

ゲ
ッ

ト
に

レ
バ

ー
ペ

ー
ス

ト
を

塗
っ

て

ス
ト

ー
ブ

で
軽

く
温

め
た

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

、
野

菜
サ

ラ
ダ

と
コ

ー
ヒ

ー
で
目

覚
め

て
い

く
。

 

７
時

45分
、
山

口
さ

ん
と

山
本

さ
ん

が
水
汲

み
に

出
発

。
志

岐
は
片
付

け

と
ゴ
ミ

焼
却

し
、

お
湯

を
沸

か
し

て
本
隊

の
到

着
を
待

つ
。

２
人

は
８

時
過

ぎ
に

水
場

へ
到

着
。
７

ℓ
ず

つ
を

担
い

で
８

時

35分
に
小
屋

へ
戻

る
。

 

そ
の
間

、
７

時
頃

に
、

連
休

に
奥
駈

道
を

歩
く

と
い

う
年
配

の
登

山
者

１

人
が
小
屋

を
覗

き
、

す
ぐ
笠
捨

方
面

へ
出

て
行

く
。

 

８
時

２
０

分
頃

、
本
隊

の
ト

ッ
プ

を
切

っ
て

上
村
夫

人
が
小
屋

に
到

着
、

続
々

と

14人
が
揃

う
。
皆

さ
ん

汗
を

か
い

て
暑

そ
う

だ
が

、
ホ

ッ
ト
・
カ

フ

ェ
オ

ー
レ

で
お
迎
え

す
る

。
 

グ
ル

ー
プ

分
け

で
奈
良
組

の
３

人
は
笠
捨
捲

き
道

(
旧
逓
信

道
)
か

ら
川
島

組
を
追

い
か

け
る

こ
と

に
な

り
、

水
場

か
ら
戻

っ
た

山
口

・
山

本
さ

ん
と

３

人
揃

っ
て

８
時

55分
に
小
屋

を
出

る
。

 

旧
逓
信

道
は

よ
く
手

入
れ

さ
れ

て
い

て
、

快
適

に
進
む

。
途
中

の
尾
根
越

し
の

朝
陽

を
受

け
た
木
々

が
美

し
い

。
 

10時

31分
奥
駈

道
と
合
流

、

33分
、
葛
川
辻

、

50分
に
待

ち
合
わ
せ
場

所
の
N
o
２

６
鉄
塔

で
先

行
の
川
島
組

と
合
流

。
以

後
。
本
隊

と
行
動

を
共

に

し
た

。
 

 
 

行
仙

宿
水

場
の

山
口

さ
ん

 
 

 
 

旧
逓

信
道

か
ら

笠
捨

を
見

上
げ

る
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

２
４

２
４

２
４

２
４
日日 日日
 

1
6
:
1
0
山

彦
補

給
路

登
山

口
→

1
7
:
0
0
行

仙
宿

 

２
５

２
５

２
５

２
５
日日 日日
 
7
:
4
5
→
8
:
1
0
水

場
→
8
:
3
5
行

仙
宿

。
8
:
2
0
頃

か
ら

1
4
人

行
仙

宿
に

。
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捲
き

道
組

５
人
8
:
3
7
出

発
、
笠
捨
ピ

ー
ク
組

６
人

、
8
:
4
5
出

発
。
奈
良
組

３

人
8
:
5
5
出

発
→
捲

き
道
→

1
0
:
3
1
合
流
点
→

1
0
:
3
3
葛
川
辻
→

1
0
:
5
0
N
o
2
6
鉄

塔
で
先

発
組

み
と
合
流

。
1
1
:
3
0
地
蔵
岳
組

と
鉄
塔

巡
視

路
(
捲

き
道

)
組

に
分

か
れ

出
発
→

1
1
:
5
4
地
蔵
岳
→

1
2
:
0
0
懸
垂
鎖

場
→

1
2
:
1
6
捲

き
道
組

と
合
流
・
 

昼
飯

休
憩

1
2
:
5
5
→

1
3
:
0
9
四
阿
之

宿
→

1
4
:
0
7
香
精

山
→

1
4
:
4
7
貝
吹

野
→

 

1
4
:
5
2
塔
ノ
谷
峠
→

1
5
:
4
0
古
屋
ノ

宿
跡
手

前
分

岐
→

1
6
:
0
0
2
1
世

紀
の

森
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

  


